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携帯電話端末事業の経営資源を新規･成長分野に戦略的再配置 
 

 
 

本日、当社は「携帯電話端末事業の経営資源を新規･成長分野に戦略的再配置」について、 

添付の通り発表しましたので、お知らせいたします。 

 

なお、本件による当社の今年度連結業績予想への重要な影響はない見通しです。 

 

 

以上 

 



  

２０１３年９月 2６日 

パナソニック株式会社 

 

 

 

 

 

 

パナソニック株式会社は、ＡＶＣネットワークス社（以下、ＡＶＣ社）傘下のパナソニック モバイルコ

ミュニケーションズ株式会社（以下、ＰＭＣ）が担当する携帯電話端末事業を大幅に見直し、ＰＭＣ

が有するモバイル通信技術などの豊富なＩＣＴ経営資源を、ＡＶＣ社内の新規・成長分野に戦略的

に再配置します。 

 

これは、現在ＡＶＣ社が中期計画において取り組んでいる、ＡＶとＩＣＴの融合によるＢｔｏＢ事業な

ど新規・成長分野の事業強化の一環で、新たな成長を目指すためのものです。 

 

具体的には、ＰＭＣのＢｔｏＣ市場（国内通信事業者）向けスマートフォンについて、本年度下期以

降の新製品開発を休止し、その経営資源を、成長が期待されるＢｔｏＢ市場向けスマートフォンな

どの新規事業の開発・推進や、ＡＶＣ社内の共通技術開発を中心に、戦略的に再配置します。 

 

そのため１０月１日付で、ＰＭＣの携帯電話端末事業をＡＶＣ社内で以下のように再編します。 

 

・ＰＭＣは、ＢｔｏＣ市場向けフィーチャーフォン(従来型携帯電話)の生産・販売と、ＢｔｏＣスマート

フォンを含む既発売商品のお客様サポートに集中する。 

 

・ＢｔｏＣ市場向けフィーチャーフォンの開発は、ＰＭＣからＡＶＣ社傘下のパナソニック システム

ネットワークス株式会社（以下、ＰＳＮ）のコミュニケーションプロダクツ事業部(注１)に業務委託

する。 

 

・ＢｔｏＢスマートフォン事業は、ＰＭＣからＰＳＮのターミナルシステム BU(注２)に移管する。 

 

これに伴い、ＰＭＣの継続事業に従事する者を除く社員は、原則としてＡＶＣ社内で再配置される

予定です。 

(注１)電話機、ファクス、ドアホンなど家庭用通信機器を担当。 

(注２)業務用タブレット端末、ハンディーターミナル、決済端末、ＰＯＳ端末などを担当。 

 

［報道関係者お問い合わせ先］ 

パナソニック株式会社 ブランドコミュニケーション本部 広報グループ 

電話 ： （大阪）０６－６９０８－０４４７  （東京）０３－３５７４－５６６１ 

パナソニック システムネットワークス株式会社 コミュニケーショングループ       

担当 ： 中川、岩切    電話：０３－５１４８－５４９５（直通） 

携帯電話端末事業の経営資源を新規･成長分野に戦略的再配置 

ＢｔｏＣ市場向けスマートフォン開発を休止し、ＢｔｏＢ向け新規分野などへシフト

ＡＶとＩＣＴの融合で新たな成長を目指す 
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